
　本書は，ミクロ経済学とマクロ経済学の両方の
視点から観光と経済のかかわりを分析し，説明した
ものである。
　観光は世界で最大の経済活動の一つであるが，
これまで観光活動と経済活動の間の分析は十分で
はなかった。本書では，その分析に必要な理論の
みならず多くの事例が紹介されており，観光産業
や観光行政の従事者，観光の研究者など多くの人
に有益な内容となっている。例えば，ミクロ経済学
的な視点からの事例として，市場におけるプライシ
ング戦略の一つである抱き合わせ販売分析の理論
は，泊食分離を分析する際に有用である。また，テー
マパークを分析する際には，完全競争市場か不完
全競争市場かという市場形態とその特質（供給者数，
製品差別化，価格支配力，参入障壁）について考慮
することが重要である。さらに，Go Toトラベル
事業も，余剰分析を行うことで市場均衡にどのよう
な効果を与えたかを考察することができる。
　巻末には，観光の経済分析で用いられる用語の
英訳と説明が掲載されており，概念を整理するの
に役立つようになっている。�  （古森）

　山手線の環状運転が開始されてから，本年 11
月で 100 年を迎えた。同線における電車運転は
すでに行われていたが，東京～上野間の開業に伴
い，電車による環状運転がはじまった。本書は，
その環状運転を可能にした東京～上野間の建設を
対象に，総説，線路，用地，工事概況，橋梁，軌
道，停車場，電気設備，主要材料，建設費概算を
取りまとめるとともに図面 6 枚と写真 20 枚も収
めている。
　総説では，東京中心部の都市計画である「市区
改正」を受けて，高架線による東京～上野間の建
設が 1889（明治 22）年に決定されてから，開業
直前までの経緯が述べられている。
　当初，同区間には縦貫鉄道としての機能を付与
されていたが，その後，東京中心部における客貨
の流動の変化を受けて，都市内交通の役割を発揮
するように電車の運行可能な線路が建設された。
　本書は，山手線の電車運転や環状運転について
は深く触れていないが，当資料室ではそれを補う
図書を所蔵している。なお，資料室は，環状運転
100 年を迎えた同線の上野駅構内にある。�（土方）
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